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「THE INTERVIEW ～ 大正から令和 母と息子の二人三脚 ～」 
 

ふくしまＦＭ（代表取締役社長：平 一彦）は、2022年11月13日（日）に特別番組「THE INTERVIEW～大正から令

和 母と息子の二人三脚～」を編成します。 

1916年（大正5年）生まれの箱石シツイさん（旧姓：齋藤）。11月10日で106歳となりました。「手に職を」と14

歳で上京し、理髪店で働きながら19歳で理容師試験に合格。それから90年近くも現役で理容師を続けています。24

歳のときには2つ年上の箱石二郎さんと結婚。その後2人の子供を授かりました。 

大正、昭和、平成、そして令和と4つの時代を生きてきたシツイさん。第一次世界大戦、日中戦争、そして第二次

世界大戦と数々の戦争を体験してきましたが、1944年（昭和19年）に大きな出来事が訪れます。夫の二郎さんに召

集令状が届き、満州へ向け出征。それは長男・英政さんが生まれた10ヶ月後のことでした。出発の時、二郎さんは

長女長男を抱きかかえて別れを告げます。夫が大粒の涙を流す姿を思い返し、あの時戦死することを覚悟していたの

ではとシツイさんは当時のことを振り返ります。 

厳しい戦局のなか、シツイさんと英政さんが故郷の栃木県那珂川町へ疎開の相談に出向いたその翌日、東京大空襲

で東京の店や家は焼け、理容師試験合格証書も焼失しました。その後1945年（昭和20年）8月15日、玉音放送に

より日本の降伏が国民に公表され、その日からシツイさん家族は二郎さんの帰りを待ちわびる日々が続きます。英政

さんが小学校3年生のとき、学校から帰ると「箱石二郎満州で戦死」という戦死広報が届いていました。それは終戦

の日から8年後の1953年（昭和28年）でした。 

夫、父を待ち続けたものの悲しい結末。生きる希望が見いだせないなか、夫が出征前に残した言葉を思い出します。

「どんなにお金がなくなっても、子供達を頼む」、シツイさんは前を向いて仕事に没頭し、この年の夏「理容ハコイ

シ」を開店。英政さんも店を手伝い理髪店は大いに繁盛しました。 

「生まれて直ぐに父と離ればなれになり寂しい思いをした。誰もこのような経験をして欲しくない」英政さんは平

和を呼びかけます。昨年は東京2020オリンピックで栃木県最高齢の聖火ランナーを務めたシツイさん。「戦争のた

めに苦労した。もう戦争を起こしてはならない」不戦の願いを込め、雨の中那須烏山市のコースを完走しました。 

時間をかけ日々体力づくりに励むシツイさん。今日も「理容ハコイシ」からはシツイさんのハサミを握る音が聞こ

えてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

株式会社エフエム福島 〒963-8013 郡山市神明町4-4 

担当：編成技術局長 古賀徹 koga@fmf.co.jp 

TEL：024-991-9000（代表）  URL：https://www.fmf.co.jp/ 

長男・英政さん（左）とシツイさん（右）、写真中央は夫・二郎さん 


